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研究成果の概要 

ナノ熱を利用した分子センサの開発に大きな進展があった．酸化物ナノワイヤ（WO3ナノワイヤ）

を利用したセンサでは，0.1mWの消費電力で 10ppmのアセトンを感度 40%でセンシングする高

感度センサの開発に成功した．このセンサは，酸化還元反応を利用するセンサでありながら，酸化

がより容易なエタノールよりも，酸化が困難なアセトンに圧倒的に強く応答する特性を示す．金ナノ

シートセンサでは，0.85mWの低消費電力で 4.5ppmの硫化水素に応答するセンサを開発するこ

とに成功した．また，このセンサの特性評価をヒーター加熱の場合に進め，水素などの夾雑ガスに

ほとんど応答を示さない一方で，人間の鼻よりも感度の高い検出が可能であること（検出下限 5ppb

程度）を示すことに成功した．さらに，センサの集積化を実証することにも成功するとともに，匂いに

よる個人認証の原理実証を行った． 

また，分子温度計のコンセプト実証にも成功した．極性の大きな自己組織化単分子膜を利用し，

温度による単分子膜の乱れによって発生する表面電位を温度計として使うコンセプトを提案し，実

際に自己加熱デバイスにおいて，温度プロファイルを反映したと考えられる電位プロファイルを得る

ことに成功した．今後，温度と電位の関係の詳細を明らかにし，数十 nmスケールの温度プロファイ

ル計測手法へと確立していく．  
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